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本村の総⼈⼝は、減少傾
向を続けています。国勢調
査では、昭和50年と⽐較
すると、平成27年までの
40年間で総⼈⼝はほぼ半
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（１）栄村の⼈⼝の現状と今後の⾒通し 総合戦略の概要（４つの基本⽬標と特に重点的に進めるべき施策）
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40年間で総⼈⼝はほぼ半
減したことになります。国
⽴社会保障・⼈⼝問題研究
所（以下、社⼈研）の⾒通
しでは、25年後の平成52
年には1,069⼈まで減少す
ると推計されています。
年齢３区分別でみると、

平成22年から30年間で⽣
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平成22年から30年間で⽣ ＜基本⽬標1＞

基本目標 施策 具体的施策
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平成22年から30年間で⽣
産年齢⼈⼝が999⼈から
430⼈と半分以下に、年少
⼈⼝は193⼈からわずか70
⼈と1/3以下になる⾒通し
です。その⼀⽅で、⽼年⼈
⼝は平成52年まで50％超
が常態化する⾒通しです。

平成22年から30年間で⽣
産年齢⼈⼝が999⼈から
430⼈と半分以下に、年少
⼈⼝は193⼈からわずか70
⼈と1/3以下になる⾒通し
です。その⼀⽅で、⽼年⼈
⼝は平成52年まで50％超
が常態化する⾒通しです。

＜基本⽬標1＞
やりたい仕事ができる村づくり
・意欲のある新規就農者の育成、栄村の持
つ地域資源を活⽤した事業の創造、住ん
でいる村⺠がメリットを受けられる消費
喚起策などにより、各産業の振興を図る
ことで「やりたい仕事」が増えていく村
づくりを⽬指します。
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＜基本⽬標2＞
「若衆」と「⼥衆」が集まる村づくり
・住みやすいと思える移住施策に⼒を⼊れ
て社会増を図ります。事業の展開や観光
施策には、若い世代や⼥性の新しい発想
を取り⼊れて、地域の賑わい再⽣を⽬指
すと共に「『若衆』と『⼥衆』が集ま

昭和50年に⽐べて⽣産年齢
⼈⼝は1/6以下に、年少⼈
⼝1/10以下に著しく減少

昭和50年に⽐べて⽣産年齢
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⼝1/10以下に著しく減少
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（資料）総務省統計局「国勢調査」、長野県「毎月人口異動調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推

計）」

⼈⼝減少に何の対策も打たない場合は、社⼈研が推計した1,069⼈となることが予測されます。しかし、⼦育て世代に対
して出産や⼦育て等の⽀援を充実させることで、出⽣率を段階的に引き上げることが可能です（村⺠アンケートでは実際に
産み育てられる⼦どもの数の平均値は2.28⼈という結果が出ています）。転⼊・転出を⽰す社会動態についても、毎年5組
程度の移住者を受け⼊れることで改善が⾒込まれます。
こうした⼈⼝減少抑制策を講じれば 平成52年時点で社⼈研推計よりも377⼈の抑制効果が⾒込まれることから 本村の
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（２）栄村の⽬標⼈⼝

＜基本⽬標3＞
安⼼して出産し⼦育てできる村づくり
・未婚者の出会いの場を増やして結婚につ
なげ、⼦を産み育てたい環境を整備する
ことで 「安⼼して出産し⼦育てでき

る」村づくりを⽬指します。
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⽬標⼈⼝は1,400⼈を⽬指します。
こうした⼈⼝減少抑制策を講じれば、平成52年時点で社⼈研推計よりも377⼈の抑制効果が⾒込まれることから、本村の
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ことで、「安⼼して出産し⼦育てでき
る」村づくりを⽬指します。

＜基本⽬標4＞
いきいきと暮らせる村づくり

村⺠がいつまでも健康で暮らせるように
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・村⺠がいつまでも健康で暮らせるように、
保健・医療体制を充実させると共に、不
利な⾃然条件やインフラの弱さを村⺠の
温かさで克服し、「いきいきと暮らせ
る」村づくりを⽬指します。
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毎年5組（20歳〜69歳の男⼥各5
⼈）の移住者の受け⼊れを⽬指し
ます。
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平成42年2.0、平成47年2.0、平成
52年2.28と仮定します。
平成42年2.0、平成47年2.0、平成
52年2.28と仮定します。

⼈⼝減少に何の対
策も打たない場合
⼈⼝減少に何の対
策も打たない場合

問合せ先 ： 栄村 総務課企画財政係
TEL 0269-87-3112   FAX 0269-87-3083
E-mail ： kikaku_zaisei@vill.sakae.nagano.jp
＊「栄村人口ビジョン」及び「栄村総合戦略」は栄村ホームページに掲載されています
ＵＲＬ ： http://www.vill.sakae.nagano.jp/


